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Q

3
Q
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Q
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Q
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2
Q

3
Q

4
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工
業

理
科

微分積分学Ⅰ 2 1 ○ 4

微分積分学Ⅱ 2 1 ○ 4

微分積分学Ⅲ 2 1 ○ 2 2

線形代数学Ⅰ 2 1 ○ 2 2

線形代数学Ⅱ 2 1･2･3･4 ○

確率 1 1･2･3･4 ○

統計 1 1･2･3･4 ○

応用数学Ａ 2 2 ○ 2 2

応用数学Ｂ 2 1･2･3･4 ○

応用数学C 2 2 ○ 2 2

基礎物理Ａ 2 1 ○ 2 2 ○

基礎物理Ｂ 2 1 ○ 2 2 ○

基礎物理Ｃ 2 1 ○ 2 2 ○

基礎物理Ｄ 2 1･2･3･4 ○ ○

基礎化学 2 3 ○ 2 2 ● 注2

生命科学 2 2 ○ 2 2 ● 注2

基礎実験 1 1 ○ 3 3 ●

情報科学概論 2 1 ○ 2 2

技術英語Ⅰ 1 2 ○ 2 2 ○

技術英語Ⅱ 1 3 ○ 2 2 ○

技術英語Ⅲ 1 3 ○ 2 2 ○

技術英語Ⅳ 1 4 ○

創成プロジェクト 1 1･2･3･4 ○ ●

創成プロジェクト実践Ⅰ 1 2･3･4 ○

創成プロジェクト実践Ⅱ 1 3･4 ○

工学倫理 1 1 ○ 2 ●

安全工学 1 3 ○ 2 ●

経営管理 2 3 ○ 4 注3

産業経済学 2 3 ○ 2 2 注3

構造工学入門 1 1 ○ 4 ○

材料力学 2 1 ○ 2 2 ○ ▲ ☆

材料力学演習 1 1 ○ 2 2 ○ 材料力学

構造力学Ⅰ 2 2 ○ 2 2 ○ ▲ ☆

構造力学Ⅱ 2 2 ○ 2 2 ○ ▲ ☆

構造力学演習Ⅰ 1 2 ○ 2 2 ○ ▲ ☆ 構造力学Ⅰ

構造力学演習Ⅱ 1 2 ○ 2 2 ○ ▲ ☆ 構造力学Ⅱ

構造振動学Ⅰ 2 2 ○ 2 2 ○ ▲ ☆

構造振動学Ⅱ 1 4 ○ 2 ○ ▲ ☆

流体工学 2 2 ○ 2 2 ○

構造物安定論 2 2 ○ 2 2 ○ ▲ ☆

平面及び曲面構造論 2 3 ○ 2 2 ○ ▲ ☆

シミュレーション工学 2 2 ○ 2 2 ○

計算力学 2 3 ○ 2 2 ○ ▲ ☆

計算力学演習 1 3 ○ 2 2 ○ ▲ ☆ 計算力学

構造材料学 2 2 ○ 2 2 ○ ◆ ☆

コンクリート工学 2 2 ○ 2 2 ○ ◆ ☆

環境地質学 2 2 ○ 4 ○ 注2

鋼構造設計法Ⅰ 2 3 ○ 2 2 ○ ★ ☆

鋼構造設計法Ⅱ 1 4 ○ 2 ★ ☆

ＲＣ構造設計法Ⅰ 2 3 ○ 4 ○ ★ ☆

ＲＣ構造設計法Ⅱ 1 3 ○ 2 ★ ☆

構造塑性設計法 2 3 ○ 2 2 ○ ▲ ☆

基礎構造設計法 2 3 ○ 2 2 ○ ★ ☆

維持管理工学 2 3 ○ 2 2 ○ ■ □

船舶海洋工学概論 2 3 ○ 　 2 2 ○

航空宇宙工学概論 2 3 ○ 2 2 ○

建築史 2 1 ○ ＊ ◎ △ 注6

建築設計論 2 1 ○ ＊ ○ ◎ △ 注6

建築法規 2 2 ○ 4 ○ ◎ ◎

建築計画基礎 1 2 ○ 2 ○ ◎ △

建築計画Ａ 1 2 ○ 2 ○ ◎ △

建築計画Ｂ 1 3 ○ 2 ○ ◎ △

建築環境工学 2 3 ○ 2 2 ○ ◎ △

設備工学 2 3 ○ 2 2 ○ ◎ △

建築施工 2 4 ○ 2 2 ○ ■ □

建築製図Ⅰ 2 1 ○ 4 4 ○ ● ○

建築製図Ⅱ 1 2 ○ 4 ○ ● ○

建築製図Ⅲ 1 2 ○ 4 ○ ● ○

《構造工学コースのカリキュラム表》

科
目
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二
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木
造

教員免許
に係る科目

資格

建築設計製図A 1 3 ○ 4 ○ ● ○

建築設計製図B 1 3 ○ 4 ○ ● ○

ＣＡＤ演習 2 2 ○ 4 4 ○ ※ ※

エンジニアリングデザイン入門 1 2 ○ 4

構造工学実験 2 3 ○ 6 6 ○ ▲ ☆

構造デザイン 1 3 ○ 4 ○ ● ○ 注4

建築・アーバンデザイン 1 3 ○ 4 ○ ● ○ 注4

機械デザイン 1 3 ○ 4 ○ 注4

エンジニアリングデザイン 2 3 ○ 4 4 ○

構造工学セミナー 1 3 ○ 2 2 ○

学外実習及び見学 1 3 ○ ＊ ＊ 注6，注7

国際インターンシップ 1 1･2･3･4 ○

グローバルセミナーA 1 1･2･3･4 ○

グローバルセミナーB 1 1･2･3･4 ○

グローバルコミュニケーション演習A 1 1･2･3･4 ○

グローバルコミュニケーション演習B 1 1･2･3･4 ○

8 4 ○

72 57 9計

卒業研究 24

専
門
科
目
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 開  講   単   位   数   一   覧  

学 年 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 

学 期 1Q・2Q 3Q・4Q 1Q・2Q 3Q・4Q 1Q・2Q 3Q・4Q 1Q・2Q 3Q・4Q 

必 修 １１ ８ ９ １８ ９ ９ ０ ８ 

選 択 ２ ７ ４ ７ １１ １４ ４ ０ 

計 １３ １５ １３ ２５ ２０ ２３ ４ ８ 

合 計 ２８ ３８ ４３ １２ 

（備 考） 
注 １．卒業に必要な専門教育の単位数は，必修６４単位，選択２４単位である。ただし，

選択については下記注２～５を満足すること。 
注 ２．工学基礎科目の基礎化学，生命科学及び専門科目の環境地質学の３科目のうち，２

単位以上を修得すること。 
注 ３．工学基礎科目の経営管理，産業経済学のうち，２単位以上を修得すること。 
注 ４．専門科目の選択科目の構造デザイン，建築・アーバンデザイン及び機械デザインの

３科目のうち，１単位以上を修得すること。 
注 ５．専門科目の選択科目の中から２０単位以上を修得すること。なお，選択科目の単位

（卒業要件）として６単位まで他コースの開講科目で置き換えることができる。 
注 ６．毎週授業時間数欄に＊を付した科目は，集中講義として開講される。  
注 ７．学外実習及び見学は，学外実習と見学の両方を修得して成立する。 
注 ８．入学後に，他大学，放送大学，他学部で修得した単位については修得認定をするが，

卒業要件としては単位認定をしない。ただし，他学部との副専攻プログラムで修得した

単位は８単位まで，環境科学部で開講される地域計画論及び環境計画学Ⅰで修得した単

位は４単位までの計１２単位までを選択科目の単位（卒業要件）として算入することが

できるが，他コース科目と合わせて１２単位を超えないものとする。 

注 ９．教員免許に係る科目欄の●印は教員免許取得上の必修科目を，○印は教員免許取得

上の選択科目を表す。 
注１０．資格欄の「一級」は一級建築士，「二級・木造」は二級建築士及び木造建築士を表

す。 
① 一級建築士受験資格取得希望者は，資格欄に示す◎印の全科目を履修すること。また，

●印の中から７単位以上，▲印から４単位以上，★印から３単位以上，◆印から２単位

以上，■印から２単位以上履修すること。 
② 一級建築士の免許登録にあたっては，取得した単位数によって必要な実務経験の期間が

異なる。総単位数は①の履修条件を満足し，他に，※印の「CAD 演習」，社会環境デザ

イン工学コースで開講される授業科目「建設マネジメント」（但し，■印に分類され

る），「都市・交通計画」，「測量学」，「環境計量学」，「景観デザイン」，又は環境科学部

で開講される「地域計画論」，「環境計画学Ⅰ」（但し，※印に分類される）の単位数も

含めて，６０単位以上であれば実務経験２年，５０単位以上であれば実務経験３年で，

４０単位以上であれば実務経験４年で建築士の免許が登録できる。 
③ 二級建築士及び木造建築士受験資格取得希望者は，資格欄に示す◎印の科目を履修する

こと。また，○印の中から５単位以上，△印から７単位以上，☆印から６単位以上，□
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印から１単位以上履修すること。 
④ 二級建築士及び木造建築士の免許登録にあたっては，取得した単位数によって必要な実

務経験の期間が異なる。総単位数は③の履修条件を満足し，他に，※印の「CAD 演

習」，社会環境デザイン工学コースで開講される授業科目「建設マネジメント」（但し，

□印に分類される），「都市・交通計画」，「測量学」，「環境計量学」，「景観デザイン」又

は環境科学部で開講される「地域計画論」，「環境計画学Ⅰ」（但し，※印に分類され

る），の単位数も含めて，４０単位以上であれば実務経験０年，３０単位以上であれば

実務経験１年，２０単位以上であれば実務経験２年で建築士の免許が登録できる。 
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